
平成２６年３月２４日 
福岡県後期高齢者医療広域連合 

 

ジェネリック医薬品利用案内通知（差額通知）事業 
 
１ 現在の取組状況及び結果 
・第２期健康長寿医療計画（H25～H29）の医療費適正化事業として実施中。 

  （平成２３年度から実施） 
 
・通知者数（平成２４年１月～２５年１０月末） ３１万２千人 

（年間通知者数 １２万人） 
 
・削減効果額（平成２４年１月～２５年１０月末） 約９７，９７５万円 

 
 
２ 被保険者（住民）からの意見及び要望 
  一部の被保険者から苦情・要望がある。別添 
 
   
３ 保険者の抱えている課題及びその対応 
  ・第２期健康長寿医療計画（H25～H29）の目標の達成 
   削減効果額 ２９年度末 １８億円以上（年間３．６億円以上） 
   通 知 数 ２９年度末 ６０万通（年間１２万通） 

 
・被保険者の理解度の向上 
 
・被保険者からの苦情・要望等への対応 

 
４ 保険者としての今後の取組方針 
  第２期健康長寿医療計画（H25～H29）に沿って、平成２９年度まで実施す

る予定。 

資料４ 



25年度　ジェネリック関係苦情・要望 2014/3/12

《ジェネリック医薬品について》
「ジェネリックへ変更してほしい」と申し出ても、医者が「効かない」の一言で終わる。医師側の考え
方を変えないとどうしようもない。もっと医師会等を通じて徹底することが必要。

5/22

《ジェネリック医薬品利用案内通知について》
個人に通知するのではなく、医療機関へ直接言えばいい。経費の無駄だ。どこの病院がジェネ
リックを出していないかは、わかるはず。患者側から先生には言いづらい。

5/22

《ジェネリック医薬品について》
患者の立場からいうと、医師や薬剤師へ「後発薬にして」とは相談しづらい。先発薬を開発した会
社が。ある程度利益が出て開発費を回収できたら、厚労省が薬価を下げるように指示できるよう
にしたら良いと思う。

6/19

《ジェネリック医薬品利用案内通知について》
自分は現役で働いており、支払は支障ない。お薬を処方されたら、自分でメーカーに副作用など
を確認している。ジェネリックでも安心なものは、既に飲んでいる。広域でわざわざ通知を出さなく
ても良い。自分で管理すべきだ。

6/26

《ジェネリック医薬品について】
ジェネリックの通知をもらって、医者に見せたが、今までと同じ薬しかくれない。広域から病院へ周
知してほしい。

6/27

≪ジェネリック医薬品について≫
今までに、ジェネリックへの切り替えを２度申し出たが、「自分の体が大事ならば、切り替えないほ
うがよい」と言われた。病院の医師が否定的では、せっかくの案内も成果が上がらない。もっと病
院への働きかけを強化し患者が相談しやすい雰囲気・環境つくりをしてほしい

8/9

≪ジェネリック医薬品利用案内通知について≫
お金のことを前面に出して非常に不愉快。送付するならば、もっと文面を考えなおすべきだ。

8/26

≪ジェネリック医薬品利用案内通知について≫
○○％では、年寄りは分かりくい。具体的な金額を書いたほうが良い。また、「切り替えで軽減可
能な額」とあるが、“軽減可能”との言葉はわかりにくい。もっと別の簡単な言葉で記載したほうが
良い

10/22

≪ジェネリック医薬品利用案内通知について≫
カラー刷りはもったいない。白黒でよい。

10/22

≪ジェネリック医薬品について≫
ジェネリックへの切替を何度お願いしても、切替ができないと言われる。推奨されていると思うが、
まずは薬を出す医師の意識を変えるべきではないか。県の医療費が全国でも高いのだから、もっ
と削減の努力を目に見える形で行ってほしい。

12/11

医療費適正化



○利用案内通知の効果

○各月効果の推移（平成24年1月から事業開始）

　通知者数（人）②

通知割合
②/①

累計割合
③/① 累計

切替割合
④/③

対前月比
(%)

対前月比
(%)

1 平成２４年１月 569,976 1,312,002 40,000 7.0 40,000 7.0 1,934 4.8 － 5,070,984 －

2 平成２４年２月 572,090 1,303,257 40,000 7.0 80,000 14.0 5,829 7.3 201.4 17,302,085 241.2

3 平成２４年３月 574,879 1,349,122 42,000 7.3 122,000 21.2 10,116 8.3 73.5 28,476,633 64.6

4 平成２４年４月 575,867 1,281,493 10,000 1.7 132,000 22.9 16,473 12.5 62.8 32,365,604 13.7

5 平成２４年５月 576,401 1,298,180 10,000 1.7 142,000 24.6 18,403 13.0 11.7 36,905,187 14.0

6 平成２４年６月 576,887 1,365,852 10,000 1.7 152,000 26.3 19,587 12.9 6.4 38,815,426 5.2

7 平成２４年７月 577,690 1,348,963 10,000 1.7 162,000 28.0 20,449 12.6 4.4 42,609,986 9.8

8 平成２４年８月 578,935 1,379,847 10,000 1.7 172,000 29.7 21,026 12.2 2.8 44,351,912 4.1

9 平成２４年９月 580,532 1,375,245 10,000 1.7 182,000 31.4 21,338 11.7 1.5 42,297,766 △4.6 

10 平成２４年10月 581,974 1,386,653 10,000 1.7 192,000 33.0 22,783 11.9 6.8 48,418,747 14.5

11 平成２４年11月 583,265 1,373,745 10,000 1.7 202,000 34.6 23,092 11.4 1.4 47,350,647 △2.2 

12 平成２４年12月 583,607 1,360,308 10,000 1.7 212,000 36.3 23,849 11.2 3.3 51,137,336 8.0

13 平成２５年１月 586,622 1,425,301 10,000 1.7 222,000 37.8 24,116 10.9 1.1 47,609,077 △6.9 

14 平成２５年２月 588,390 1,353,456 10,000 1.7 232,000 39.4 24,090 10.4 △0.1 46,060,039 △3.3 

15 平成２５年３月 590,589 1,415,295 10,000 1.7 242,000 41.0 25,483 10.5 5.8 50,327,958 9.3

16 平成２５年４月 591,257 1,430,186 10,000 1.7 252,000 42.6 26,732 10.6 4.9 55,053,711 9.4

17 平成２５年５月 591,431 1,444,154 10,000 1.7 262,000 44.3 27,180 10.4 1.7 54,618,818 △0.8 

18 平成２５年６月 591,336 1,417,225 10,000 1.7 272,000 46.0 27,106 10.0 △0.3 51,887,006 △5.0 

19 平成２５年７月 591,656 1,460,935 10,000 1.7 282,000 47.7 28,371 10.1 4.7 58,752,768 13.2

20 平成２５年８月 592,030 1,407,333 10,000 1.7 292,000 49.3 28,439 9.7 0.2 58,404,465 △0.6 

21 平成２５年９月 592,432 1,421,876 10,000 1.7 302,000 51.0 28,654 9.5 0.8 57,026,239 △2.4 

22 平成２５年10月 592,987 1,460,289 10,000 1.7 312,000 52.6 30,263 9.7 5.6 64,912,719 13.8

30,370,717 312,000 979,755,113

14,282,565

13,116,428

7,630,000

35,028,993

薬剤費削減額
（円）

合　　計　　　 　（円）

通知者
数累計③

 Ｈ24年度(実績額）（円）

平成26年1月
福岡県後期高齢者医療広域連合

効果検証診療月
被保険者数
（人）①

検証ﾚｾﾌﾟﾄ
件数

（調剤＋医科）

回
数

計

事
業
経
費

 Ｈ23年度(実績額）（円）

　切替者数（人）④

 Ｈ25年度（予算7か月分）（円）

通知効果（22回送付分）

ジェネリック医薬品利用案内通知事業に係る効果について

【切替率】
○平成２５年１０月末時点で通知を送付した３１万２千人中、３０，２６３人（約９．７％）
 

【削減効果額】
○平成２５年１０月末までの医療費（薬剤費）の削減効果額は、約９７，９７５万円。

【費用対効果比】
○総費用額（ 約３，５０２万円）の約２８．０倍の薬剤費を削減。



【内訳（市町村別）】

通知割合
②/①

（H25.10月末）
切替割合
③/②

広域連合（総計） 592,987 30,370,717 312,000 52.6 27,106 8.7 979,755,113

北九州市 130,119 7,171,343 80,554 61.9 6,410 8.0 222,268,338

福岡市 127,006 6,766,794 72,858 57.4 6,385 8.8 231,085,377

大牟田市 20,947 936,097 7,109 33.9 668 9.4 25,522,357

久留米市 35,946 1,783,326 14,084 39.2 1,306 9.3 48,474,938

直方市 8,389 395,479 4,106 48.9 305 7.4 11,514,939

飯塚市 17,725 834,630 7,664 43.2 620 8.1 21,650,351

田川市 7,447 400,556 4,682 62.9 283 6.0 10,331,719

柳川市 10,866 479,072 4,829 44.4 484 10.0 17,901,357

八女市 12,311 554,994 5,866 47.6 518 8.8 18,362,395

筑後市 6,215 330,284 3,789 61.0 326 8.6 11,690,920

大川市 5,921 217,764 2,351 39.7 122 5.2 3,975,950

行橋市 8,805 459,655 5,137 58.3 500 9.7 20,546,895

豊前市 4,659 259,665 2,701 58.0 230 8.5 7,679,376

中間市 7,174 395,560 4,339 60.5 411 9.5 15,227,973

小郡市 6,988 338,078 2,584 37.0 274 10.6 10,886,295

筑紫野市 9,725 526,106 5,490 56.5 480 8.7 21,581,621

春日市 9,004 415,505 4,222 46.9 338 8.0 12,992,568

大野城市 7,958 410,128 3,889 48.9 361 9.3 13,030,502

宗像市 11,630 599,193 4,958 42.6 453 9.1 15,068,025

太宰府市 7,800 434,597 4,468 57.3 495 11.1 20,742,738

古賀市 5,420 256,157 2,795 51.6 175 6.3 6,941,984

福津市 7,454 333,504 2,402 32.2 172 7.2 5,808,359

うきは市 5,174 267,679 2,459 47.5 316 12.9 9,541,527

宮若市 4,857 240,034 2,455 50.5 335 13.6 11,698,059

嘉麻市 7,088 319,833 2,976 42.0 207 7.0 7,222,702

朝倉市 9,235 460,418 4,057 43.9 390 9.6 13,826,163

みやま市 7,286 357,739 3,932 54.0 382 9.7 14,297,978

糸島市 11,525 608,934 5,719 49.6 636 11.1 18,799,179

那珂川町 3,912 194,102 1,954 49.9 176 9.0 7,275,135

宇美町 3,490 165,946 1,868 53.5 146 7.8 4,798,578

篠栗町 2,935 111,465 740 25.2 55 7.4 1,734,694

志免町 4,067 210,617 2,359 58.0 245 10.4 8,463,683

須恵町 2,559 122,352 1,214 47.4 136 11.2 4,182,658

新宮町 2,090 104,613 839 40.1 78 9.3 2,834,865

久山町 1,103 57,868 778 70.5 84 10.8 3,235,751

粕屋町 3,114 147,302 2,067 66.4 138 6.7 4,844,602

芦屋町 1,934 83,290 651 33.7 44 6.8 2,179,311

水巻町 3,734 184,863 1,742 46.7 134 7.7 5,641,430

岡垣町 4,718 236,496 2,443 51.8 299 12.2 13,263,201

遠賀町 2,519 128,100 1,540 61.1 103 6.7 3,926,015

通知効果（22回送付分）

切替者数③ 薬剤費削減額
（円）

（H25.10月末累計）

市町村名
H25.10月末
被保険者数
（人）①

検証ﾚｾﾌﾟﾄ
件数合計

（調剤＋医科）

延通知者数
（人）②



【内訳（市町村別）】

通知割合
②/①

（H25.10月末）
切替割合
③/②

小竹町 1,438 69,326 641 44.6 48 7.5 1,883,836

鞍手町 2,566 105,917 774 30.2 63 8.1 2,470,032

桂川町 1,956 86,089 702 35.9 79 11.3 2,649,507

筑前町 3,737 187,325 1,730 46.3 224 12.9 7,324,000

東峰村 602 26,717 160 26.6 15 9.4 800,294

大刀洗町 2,030 89,213 844 41.6 66 7.8 2,280,653

大木町 1,736 78,712 805 46.4 47 5.8 1,301,787

広川町 2,535 126,763 1,382 54.5 172 12.4 6,511,138

香春町 2,038 107,083 1,443 70.8 104 7.2 4,026,928

添田町 2,087 93,413 746 35.7 39 5.2 1,606,985

糸田町 1,412 78,052 987 69.9 120 12.2 5,144,739

川崎町 2,397 118,100 1,268 52.9 99 7.8 3,237,597

大任町 760 40,672 441 58.0 19 4.3 557,447

赤村 571 32,328 544 95.3 20 3.7 527,686

福智町 3,232 161,125 1,701 52.6 159 9.3 5,367,142

苅田町 3,797 189,691 1,955 51.5 196 10.0 8,285,369

みやこ町 3,616 187,804 2,083 57.6 174 8.4 6,262,295

吉富町 984 53,471 549 55.8 33 6.0 1,212,434

上毛町 1,421 73,526 741 52.1 79 10.7 2,153,193

築上町 3,223 165,252 1,834 56.9 130 7.1 5,101,543

延通知者数
（人）②

通知効果（22回送付分）

切替者数③ 薬剤費削減額
（円）

（H25.10月末累計）

市町村名
H25.10月末
被保険者数
（人）①

検証ﾚｾﾌﾟﾄ
件数合計

（調剤＋医科）



　　　・ジェネリック医薬品に切り替えた場合にお薬代の自己負担額が概ね２００円以上軽減すると見込まれる被保険者。

　　○利用案内通知対象者

　　○薬剤費削減効果額の算出方法

　　　・利用案内通知が１度送付された者に対しては、当該年度内に再度送付しない（対象者には年１回の通知）。

　　　・癌患者及び精神疾患の患者には送付しない。

ジェネリック医薬品利用案内通知の効果
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削減効果額 切替者数

参　考

先発医薬品の薬剤費 － ジェネリック医薬品の薬剤費 ＝ 医療費（薬剤費）の削
減効果額

○患者が使用していた薬 ○患者が新たに利用した薬


